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近年、前橋市でも、人口の増加・核家族化の傾向が進むにつ  

れ、住宅や社会教育施設の不足が社会問題にもなっています。   

上川渕公民館は、建築後17年を経過し、老朽化するとともに  

人口が急増してきたため、現施設では生涯教育活動に対応でき  

なくなってきています。そこで、移転、新築を行うものです。  

ところで、市民の社会教育活動の中心となる公民館建設事業  

と埋蔵文化財保存の問題は、常にうらはらの関係にあり、文化  

財保護という立場から両者の調整に努力しているところであり   

ます。  

ここに報告する後閑ⅠⅠ遺跡もそのひとつで、調査については  

記録保存のための発掘調査を実施してまいりました。   

調査の結果、古墳時代から中世にかけての竪穴住居跡、掘立  

柱建築跡、井戸跡、土壌、溝跡等の数多くの遺構や遺物が発見  

され、貴重な資料を得ることができました。ここにその成果の  

一端を報告いたします。  

この調査を実施するにあたり、終始ご協力をいただいた社会  

教育施設係の方々等、また直接調査に携わっていただいた作業  

員の方々に対して、厚くお礼を申し上げ、感謝する次第であり   

ます。  

最後に、本調査報告書が一人でも多くの方々に活用され、地  

域の歴史解明の一助となれば幸いに存じます。  

昭利59年3月31日  

前橋市教育委員会  

教育長 金 井 博 之   
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例  口  

1．本報告書は、前橋市後閑町に所在する後閑ⅠⅠ遺跡の昭和58年度発掘調査の概要である。  

2．調査主体は、前橋市教育委員会である。  

3．発掘調査の要項  

調査期間 昭和58年8月12日～昭和58年9月14日  

調査場所 前橋市後閑町35番地、外5筆  

発掘担当者 前原照子、岸田治男、林喜久夫、鴫木晋一、前原 豊、中野和夫、江部和彦、  

木暮 誠、福田瑞穂  

調査面積1500Ⅰぜ  

4・本書の執筆は林喜久夫が行い、遺物の実測、製図及び写真撮影等は、調査担当者及び高島康、  

水野キクエ、中村キメヱが分担して行った。  

5．本発掘調査における出土遺物は、一括して前橋市教育委員会で整理、保管している。  

6．調査にあたっては、社会教育施設係の人々をはじめ発掘作業員の方々の御協力をいただいた。  

7．H…住居跡、B・・・掘立柱建築跡、I・・・井戸跡、D…土壌、W…溝跡、S・・・石を表わしている。  

8．遺構挿図中、平面図における［］ は、焼土と炭化物が堆積する範囲を表わしている。   



Ⅰ 遺跡の位置と環境  

本遺跡は、市街地より南東へ約21mの距離にある。東側に広瀬川が流れ、遺跡はその右岸に沿っ  

た微高地上に位置している。地目は桑畑である。西側には藤川、端気川が流れており、周辺は水  

田地帯である。標高は90m30cm内外である。   

遺跡地周辺の歴史的環境をみると、旧上川渕村に（上毛古墳綜覧による）113基の古墳群の存在  

が確認されていた。しかし、大部分の古墳が開発のために、未調査のまま破壊されている。現存  

している古墳は、八幡山、天神山、亀塚山、金冠塚、文珠山、阿弥陀山等の数基だけになってい  

る。また南西側の水田地帯には、古代条里制地割の跡も認められる。   

一方、最近では分譲住宅建設や住宅団地建設に伴う発掘調査が行われ、後閑団地遺跡や坊山遺  

跡からは、古墳時代から平安時代にかけての住居跡、井戸跡、土壌等が確認されている。   

以上のことから、本道跡地付近は、古代東国の歴史を知るうえで注目すべき地域と考えられる。  
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後 閑ⅠⅠ遺跡   

2  坊 山 遺 跡   

3  後閑団地遺跡   

4  後 閑 遺 跡   

5  不二 山 古墳   

6  二子 山 古墳   

7  八幡 山 古墳   

8  天神 山 古墳   

9  飯玉神社古墳   

10  亀塚 山 古墳   

四  金冠塚古墳   

12  文殊 山 古墳   

13  阿弥陀山古墳   

14  浅間神社古墳   

15  下新 田 遺跡   

16  川 曲 遺 跡   

17  杜萱大塚古墳   
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第1区l後閑ⅠⅠ遺跡の位置と周辺遺跡（1／50，000）  
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第2図 調査 区周 辺地形図（1／5，000）  
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ⅠⅠ発掘調査の概要  

1．調査の経過と方法  

上川渕公民館の老朽化と人口増加にともなう移転・新築のため、建設に先だって敷地内5374．45  

がに対して確認調査を実施したところ、遺構が濃密に存在することがわかった。そこで、館舎建  

築予定地内約1，500Ⅰぜについて、8月12日～9月14日にかけて発掘調査を実施した。   

調査方法としては、平安時代の水田跡と古墳時代から中世にかけての住居跡等の年代を異にし  

た遺構の存在が確認されたため、2面調査を実施することにした。  

2．地  層  

発掘調査地の層位を図示すると、右図の通りである。   

第Ⅰ層 褐色土層。耕作土。わずかに粘性を有し、しま  

りがある。A軽石を5～10％含む。   

第ⅠⅠ層 灰褐色土層。B軽石と灰を含む層。粘性はない  

がしまりがある。上・下部に鉄分が沈着。   

第ⅠⅠⅠ層 灰黒色土層。少量の炭化物を含む。粘性としま  

りがある。層の厚さは27cmである。   

第ⅠⅤ層 黄褐色土層。多量のFA軽石を含む。上部はFA  

の灰が主である。きめの細かい砂質で粘性に富  

む。   

第Ⅴ層 黒褐色土層。微砂を含むとともに非常に粘性が  

ある。しまりもある。層の厚さは約16cmである。   

第ⅤⅠ層 黒色土層。上部にC軽石純層を含む。下部は微砂を含む。  

第3図 層序模式図   

3．検 出 遺 構  

本年度の発掘調査の結果、検出した遺構は古墳時代から中世に及び、竪穴住居跡22、掘立柱建  

築跡2、井戸跡1、土壌4、溝跡30、水田跡1で、遺構総数60であった。  

第1表 検出遺構一覧表  

両「、」塑  竪穴住居跡  掘立柱建築跡  井戸跡  土 壌  溝 跡  水田跡  総 数   
古 墳 時 代   0   3   3   0   7   

奈 良 時 代   0   0   0   2   0   4   

平 安 時 代   0  1   

中  世   0   2   0   0   

計   22   4   30   60   

ー 3 一   



H……… 住 居 跡  D…・・・・・・ 土  鳩   

B＝……・ 掘立柱建築跡  W…＝…・ 溝  跡   

l…＝…・ 井 戸 跡  

第4図 遺 構 全 体 図（1／250）   

一4・5一  



4．遺構 と 遺物   

（1）住  居  跡  

（む 1号住居  

A L＝89．90  

ア：黄褐色土層（炭化物層）  
イ：黄褐色土層（炭化物及び、模工ブロック層）  
ウ：茶褐色土層（砂質、硬くしまっている）  
ユニ黄褐色土層（砂質、粘質土ブロック含む、焼土ブロック含む）  
オ：灰褐色土層（焼土粒、焼土ブロック含む）  
カ：灰褐色土層（灰を含む）  

0  トm  

第7図1号住居カマド実測図   第6図 1号住居実測図  

位置 調査地西端に位置する。   

平面形・規模 東西の辺は不明だが、南北の辺が3．  

5mを測る隅丸長方形を呈する。主軸方向はN  

－910－Eを示す。   

周壁 西側の壁は認めることができなかったが、東  

側の壁については、褐色土層を掘り込んだ状態で、壁  

ユOcm  

第8図 1号住居出土遺物  

高わずか1～2cm程を測った。  

カマド 東壁やや南寄りに付設し、壁外で袖がない。覆土には焼土、炭化物を多量に含む。  

遺物 カマド中央部から、土師質の鉢を検出した。   

第2表 1号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土   備  考   

十ト↓  土師器  口径17．5  口綾部 横ナデ、胴部 ヘラ削り、  石英・雲母・  色調 褐色   鉢   内面 ナデ  小礫・輝石含  焼成良好  
有  残度10％   

－ 8 －   
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位置 調査地西端で、1号住居の東隣に位置する。   

平面形・規模 遺構全面にわたり削平された状態で検出さ  

れた。そのため、周壁、周溝、床面、貯蔵穴等確認できなかっ  

た。主軸方向はN－890－Eを示すものと考えられる。   

カマド 東壁付設で、壁外袖無しではないかと考えられる。  

火床部と思われる所は、5cm程の高さを残すのみである。覆  

土中には、やや粘質をともなった炭化物、焼土ブロック、焼  

土粒の混土が含まれていた。  
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第9図 2号住居実測図   

径）3号住居  

A Lこ90．00  

6 ど．1  4  

ア：灰褐色土J、   1J。レ；、．r VJ。    Jむ）  
イニ灰褐色土厨（粘性を有する。しまり弱いが、バミス粒を含む）  
ウ：赤褐色土層（焼土層、しまりがある）  
エ：灰青色土層（灰層）  
オ：明褐色土層  
カニ黄褐色土層（lV層に共通）  

灰褐色土屑（㍉性と若干のしまウキ「lし、■i三・’二て一ご｛わり・J：1む）  

灰褐色土層（下部にはベージュ色を呈するFAや、地山の黒褐色土粒が混っている）  

灰褐色土層（粘性があり、若干のしまりを持つ）  
明褐色土層（FAの二次堆積）  
黒褐色土層（粘性、しまりともに強い、土層FA層下の地山である）  
灰褐色土層（粘性は認められるがしまりはない）  

0  2m  1m  

第10図 3号住居実測図  第11図 3号住居カマド実測図  

貢二二Il二  

こよさ三†  

第12図 3号住居出土遺物  

－ 9 －   



位置・平面形・規模 調査地西寄りに位置する。長辺3．2m、短辺2．6mの小規模の隅丸長方形を  

呈する。長軸方向はN19lO－Eを示す。周壁は北東部を除き、平均して壁高19cm前後である。   

床面・カマド 起伏が少ない平坦な床面である。カマドは東壁南寄りに位置している。  

第3表 3号住居 土器観察表  

遺物番号  ≡； ＝：  法量（cm）   技  法  等   胎  土  備  考   

富農2  土師器  口径11．9  口縁部 横ナデ、胴部 一部指圧痕  石英・雲母・  色調 黒褐色   杯  底径9．4  ヘラ削り、底部 ヘラ削り、内面 横  小礫・輝石含  焼成 良好  
残高3．0  ナデ   有   残度 20％   

器  口径12．3  口緑部 横ナデ、胴部・底部 ヘラ  雲母・小礫・  色調 褐色  
杯  底径8．5  ナデー部指圧痕有り、内面 横ナデ  白色粒子・  焼成 良好  

器高3．4  指圧痕有り   輝石含有  残度 80％   

器  口径12．5  口綾部 横ナデ、胴部・底部 へラ  石英・雲母・  色調 茶褐色  
底径8．2  削り、内面 横ナデ、胴部 一部指  輝石・小礫含  胴部 少量スス付着  
器高3．3  圧痕有り   有   焼成 良好残度 30％   

器高3．9  
富農5  須恵器  口径12．打  回転ロタロ成形、底部 回転糸切り  石英・雲母・  色調 灰色   杯  底径8．1    小礫含有  焼成良好  

残度50％   

富農6  土師器  棄  底径7．0  胴部・底部・内面 へラ削リ   石英・輝石・  
小礫含有   

位置 調査地南東部に位置  

している。   

平面形・規模 長辺4．3m、  

短辺3．3mを測り、隅丸長方形  

を呈する。主軸方向はN  

－940Eを示す。   

周壁 北部の壁高は5cm前  

後であるが、南部から南西部  

にかけては残存状態が良好  

で、24cmを測る。   

床面 北高南低で高低差は  

3cm前後。平坦な床面である。  

周壁より約20～80cm幅で柔い  

面があり、その内側は堅い面  

となっている。カマド焚口中  

央部から北部にかけて、約  

20～40cm幅で灰の痕跡が確認  

された。   

カマド 東壁中央部に付設  

され、壁外で、袖は南側のみ   

A’  

A■  

A L＝89．90  

l：灰褐色土層（粘性強し、しまりあり、赤色粒子、B軽石混入）  
烹：灰褐色土層（粘性強し、しまりあり、カーボンFA含む）  
ユ：灰黄褐色土層（粘性強し、しまりあり、カーボン少立合む、FA多量含む）  
」：灰褐色土層（粘性強し、しまり強し、FA多量含む、カーボン赤色粒子FAブロック含む）  

0  2m  

第13図 4号住居実測図  

－10 －  



確認された。平而形は焚口幅  

約70cm、奥壁幅約65cm、奥行  

約90cmである。燃焼部中央は  

床面よりも約10cm低くなって  

いる。   

遺物 カマド燃焼部中央か  

ら土師質の台付碧、住居南東  

隅から須恵質の杯が出土して   

いる。  

、、l㌔言lで  
ア：暗灰褐色土層（FAブロック20～25％含む、粘性を有し、しまってい匂  
イ：暗灰褐色土層（灰化物が5～10％入る。粘性有し、しまっている）  
ウ：暗灰橙色土層（軽褐色のブロックが、30～35％混入）  
工：灰青褐色土層（上部は灰層であり、下部は焼土ブロックを有する）  
オ：赤褐色土層（焼土層、粘土がやけたもので堅緻である）  
力：赤褐色土層（焼土層、炭化物を含むため軟らかい）  
キ：灰青色土層（灰層）  

0  1m  

第14図 4号住居カマド実測図  

第4表 4号住居 土器観察表  
第15図 4号住居出土遺物  

杯  底径6．4  雷思7  須恵器  口径12．5  回転ロクロ成形、底部 回転糸切り  雲母・石英・  色調 暗灰色  
器高3．0  有   残度70％   

雷巌8  土師器  口径20．0  口緑部 横ナデ指圧痕、胴部 へラ  雲母・小礫・  色調 淡褐色   聾  残高6．8  削り、内面 横ナデー部指圧痕有り  石英・輝石少 量含有  焼成良好 残度15％   
（む 5号住居   

位置 調査地北西部に位置する。   

平面形・規模 長辺4．2m、短辺3．2mを測り、形状は隅丸長方形である。主軸方向はN－9lO‾E  

を示す。   

周壁 北壁、西壁は14cm前後残存しており良好だが、東壁は3cm前後残存しているだけである0   

床面 南東隅を中心に半径3．2m内は堅い面でその外は柔い面となっている。カマド内と焚口南  

寄りから西側にかけて、焼土と炭化物の分布が認められた。   

カマド 東壁中央に付設され、壁外で両袖を有す。燃焼部中央には多量の焼土、灰を含む。   

遺物 中央部から南東隅にかけて、土師質の璽、須恵質の杯、鉢などが多量に出土した。   

他の遺構 本住居は北側で7号住居と重複し、南側では12号住居と重複している。本住居との  

先後関係は、古い順に7号住居、12号住居、5号住居である。  

一11－   
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堅 い 床  

●14   

0 ・13    S  

（シルト質粘土、粘性あり、しまってしゝる）  
⊥上．イ：灰褐色土層（シルト質粘土、粘性あり、しまっている）  

ウ：焼土層  

エ：黒色土層（純灰層、粘性あり、しまり弱い）    オ：土土層 

明褐色層（焼、硬い焼土を50％以上含む）  

0  1m  

1ニ灰褐色土層（シルト質粘土、鉄分酸化土、  

マンガンブロックを含む、しまり有り）  

2：オリーフ■褐色土層（シルト質粘土、鉄分酸  
化土、マンガンブロック含む、粘性、しま  
り有する）   

第17図 5号住居カマド断面実測図  

A’  A L＝89．80  

第16図 5号住居実測図   

二二＿ニプチ‾  

〒＝≡≡∃ 1 t竃 ＝ゴl  

テ  「＋ 〟 、－lノ．．  

10cm  

第18区15号住居出土遺物   

－12－  



第5表 5弓住居 ⊥器観察衷  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎   土   備  考   

9  須恵器  口径11．9  回転ロクロ成形、底部 回転糸切り  雲母・長石・   色調 暗灰色  
杯  底径6．2  砂粒含有  焼成良好  

器高3．5  完形   

10  須恵器  口径10．8  口縁郡・胴部・内面 回転ロクロ成  雲母・長石・  色調 灰色  
杯  底径6．2  礫少量含有  焼成良好  

器高3．8   残度25％   

－－   須恵器  口径11．4  外面・内面 回転ロクロ成形、底部  雲母・長石・  色調 灰色  
杯  底径6．4  礫少量含有  焼成良好  

器高4，1   残度30％   

底径4．4  胴部・底部 へラ削り、内面ナデ  石英・小礫含  色調 褐色スス付着  
有   焼成 良好残度 30％   

13  土師器  口径21．9  口綾部 横ナデ指圧痕、胴部 ヘラ  石英・雲母・  色調 淡褐色  
碧  残高19．0  削り、内面 横ナデ   小礫・輝石少  

量含有   

14  須恵器  口径l4．5  回転ロクロ成形   雲母・小礫・  色調 灰色焼成 良好  

鉢  底径8．2  輝石少量含有  胴部・内面に酸化鉄少量  
器高7．4  付着残度50％   

居
 
 

住
 
 

号
 
 

6
 
 
 

⑥
 
 

住
′
㌃
軍
書
 
 

′
 
 

A
．
 
 

l：灰褐色土層（鉄分凝集の茶褐色粒30％含む、炭化物ブロック含む、粘性としょりがある）  
2：灰褐色土層（鉄分凝集の茶褐色粒30％含む、炭化物ブロック含む、粘性があり、わずかにしまっている）  
ユ：橙色土層（砂焼土ブロック30％混入、粘性あり、しまりがあるJ  
ヰ：灰褐色土層（砂 鉄分凝集の茶褐色粒30％混入、黄褐色土がブロック（1～3cm）状に30％混入、しまりと粘性がある）  

2m   第19図 6号住居実測図  

位置 調査地北西に位置し、3号住居北隣りである。  

－13－  



平面形・規模 長辺5．1m、  

短辺3．4mの隅丸長方形で、主  

軸方向はN－960－Eである。   

遺物 土錘が住居南西隅か  

ら4個出土する。漁業が営ま  

れていたことが予想される。  

17  

ロ  

∈ヨ  
－－－  －－－ －－ 5cm  

16  

5rm 

第20図 6号住居出土遺物  

第6表 6号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土  備  考   

色調 灰色焼成 良好  
雷巌15  須恵器  口径14．2  回転ロタロ成形後、つまみ（回転ロ  雲母・小礫含       蓋  器高3．6  クロ成形）貼付  有   残度 70％   

16  土師器  口径17．0  口綾部 横ナデ、胴部 ヘラ削り指  長石・石英・  色調 茶褐色       4 
杯   底径．0  圧痕、底部 ヘラ削り、内面 横ナ  雲母・輝石含  焼成 良好  

器高3．6  7‾   有   残度 75％   

17  土  錘  口径4．5 さ1 石英・雲母・  
高．6  小礫・白色粒  
横4．2   子含有   完形   

位置 調査地北西に位置し、5号  

住居、12号住居、1号掘立柱建築と  

重複している。   

平面形・規模 南側の部分が5号  

住居、12号住居により切られている  

ため、南北の辺が不明瞭であるが、  

東西の辺が3．4mを測り、隅丸長丸形  

を呈する。主軸方向はN－970－Eを   

示す。   

周壁 両壁、東壁の南半分は、不  

明であるが、それ以外の部分につい  

ては壁高約10cmを確認した。   

床面 北壁・西壁より約60～160cm  

幅で柔い面があり、その内側は堅い  

面となっている。起伏の少ない、平  

坦な床面である。   

カマド 5号住居に切られてお  

2m  
1：オリーブ褐色土層（シルト質粘土、粘性を   

有する、ややしまっている、炭化物粒を5  

％含む）  

第21図 7号住居実測図   

り、不明である。   

他の遺構 先後関係は、古い順に7号住居、12号住居、  

－14 －  

5号住居、1号掘立柱建築である。   



1：灰褐色土層（粘性しよりともにあり、FAブロックを少壷含む）  
2：灰褐色土層（粘性しまりともにあり、粘質灰色土とFA、黒褐色土、暗褐色土の混土層）  

0  2m  
1m  

ア：暗褐色土層（シルト質、粘性あり、しまりがある炭化物、赤色焼土粒少壁混入）  
イ：暗褐色土層（炭化物粒、焼土粒、混入）  
ウ：黒色土層（炭化一物層）  

工：レンガ色土層（焼土層下方の部分は硬くしよっている）  
オ：暗褐色土層（H19の7ク土混入）  
カ：暗褐色土層（ア層、エ層、キ層、の棍土）  
キ：黒褐色土層（炭化物層、褐色の灰と黄褐色土が混入）  

第23図 8号住居カマド実測図  

t壷∃≡』。  

第22図 8号住居実測図  

：三一二一  

二                     ． † l＿－＿千‾  
慌  19  

第24図 8号住居出土遺物   

位置 調査地南西に位置し、9号住居と重複する。 平面形・規模 長辺3．6m、短辺2．7mの隅  

丸長方形である。主軸方向はN－860－Eを示す。 カマド 東壁南寄りに付設。壁外袖無し。  

－15  



第7表 8号住居 土器観察表  

色調 赤褐色  雷農18  土師器  口径18．6  口縁部 横ナデ指圧痕、胴部 ヘラ  石英・雲母・      碧  残高18．5  削り一部指圧痕有り、内面 横ナデ  小礫・輝石少  
量含有   口緑部にゆがみ有り   

富農19  土師器  口径21．2  口緑部、横ナデ指圧痕、胴部 へラ  石英・雲母・  色調 赤褐色   蛮  残高7．4  削り、内面 横ナデー部指圧痕有り  輝石含有  焼成 良好残度10％   

有   残度30％   

22  土師器  口径20．3  口綾部 横ナデ、胴部 ヘラ削り、  石英・小礫・  色調 赤褐色  
璽  残高10，0  内面 構ナデ   輝石少量含有  焼成良好残度10％  

外面・内面にスス付着   

（⊃ 9号住居  

位置 調査地南西に位置し、8号住  

居と重複する。  

平面形・規模 長辺3．9m、短辺3．1m  

で、隅丸長方形を呈する。主軸方向は  

A・N9lOEを示す。  

周壁 北西部は8号住居により切ら  

れ不明だが、それ以外については、平  

均して壁高が約14．8cmあり良好であ   

る。   

床面 起伏が少なく平坦な面である  

が、南側に約28の傾斜が認められた。   

カマド 東壁やや南寄りに付設し壁  

外で、やや両袖を有す。平面形は、焚  

口幅約50cm、奥壁中央部幅約65cm、奥  

行約80cm程の半楕円形状を呈する。燃  

焼部覆土中には焼土・灰を含む。   

遺物 住居北西隅から残度85％程の  

須恵質の杯、南西部からは残度60％程  

の須恵質の杯が出土した。2土器と  

も、回転ロクロ成形である。   

A L＝89．70 司  5   A’  3  ヰ  

：灰褐色上層（粘性としまりを有する、FA軽石を10％含む）  
：灰褐色土層（1層より若干粘性が強いが、FA壁は5％程度、他は同質）  
：灰褐色上層（2層と比較して、しまりが強い、廃土拉を若干含む）  
：黄褐色上層（FA土、シルト状を呈して粘性がある、ブロックとして存在）  
：灰褐色土層（粘性、しまり、といこ強い、FA粒含む）  

〔  2m  

第25図 9号住居実測図  

第26図 9号住居出土遺物  

－16 －  



第8表 9号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎   土   備  考   

杯  底径8．6  詣23  須恵器  口径12．5  回転ロクロ成形、底部回転糸切り未  雲母・長石・  色調 暗灰色  
器高3．3   □緑部から胴部・底部に  

自然柚付着   

24  須恵質  口径13．2  回転ロタロ成形後、ナデ調整   石英・長石・  色調 茶灰色  
杯  底径7．6  輝石少量・礫   焼成良好残度60％  

器高3．8  多量含有  内面に酸化鉄多量付着   

①10号住居  

A
 
「
＝
0
0
P
W
O
 
 

小
 
 
 
．
】
 
 

≡表雪5  

第28図10号住居出土遺物  

位置 調査地南西に位置し、11号  

住居と重複する。   

平面形・規模 長辺3．4m、短辺2．  

8mのやや小規模な隅丸長方形であ  

る。主軸方向はN－870－Eを示す。   

A
．
 
 

（粘性としまりを持つ、FAを5％含む）  
（1層より粘性に富み、FAブロックと灰化物を含む）  
（粘性に富む、灰黄褐色土が30％含まれる）  
（粘性に富む）  

（FA層、微粒シルト質で粘性あり）  

2m  

l：灰褐色⊥層  
2：灰褐色土層  
ユ：灰褐色土層  
一l：灰褐色土層  

5：貞褐色上層  

0  

第27図10号住居実測図  

カマド 東壁やや南寄りで壁外に付設する。両袖を有するが、北側の袖がやや南側にくらべ幅  

が広くて長い。平面形は焚口幅約50cm、奥壁中央部幅約47cm、奥行約80cm程の半楕円形を呈する0  

燃焼部覆土中には、多量の焼土が確認された。  

第9表10号住居 土器観察表  

胎   土   備  考   

横ナデ、胴部 へラ削り、  石英・小礫含  色調 赤褐色  
有   スス付着焼成良好  

残度95％   

－17一   



（¢11号住居  

位置 調査地南西に位  

置し、遺構の一部が調査  

区域外である。10号住居  

と重複している。   

平面形・規模10号住  

居に切られ、一部が調査  

区域外のため不明瞭であ  

るが、長辺3．7m、短辺3．  

6mの長方形を呈すと思  

われる。主軸方向はN   

－94㌔－－Eを示す。   

周壁 壁高は平均して  

5．5cm程で残度状態はよ   

くない。  

発掘l㌘城外  打 B L＝89．70   28  

て三才■  ア：暗灰褐色土層（シルト状を呈し、粘性がある焼土粒、灰を5％含む）  
イ：灰黄褐色土層（シ′レト状を呈し、軟質で粘性を有する、焼土粒を5％含む）  
ウ：掃褐色十層（粘性あるが脆い、80％の焼上位を含む）  
エ：橙色土層（焼土ブロックで、硬くしまっている）  
オ：灰色土層（灰に廃土拉5％含む）  
カ：暗褐色土層（灰層）  
キ：樟褐色土層（粘性を有する、軟質焼土を80％含む）  

第30図11号住居カマド実測図  

第10表11号住居 土器観察表  

10cm  

第31図11号住居出土遺物  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土   備  考   

石英・雲母・  色調 淡褐色  
小礫・輝石含  焼成 良好  
有   残度45％  

底部少量スス付着   

富農28  須恵器  口径16．8  回転ロクロ成形後、つまみ貼付調整  長石・雲母・  色調 暗灰色   蓋  底径6．4 2 
残高．9  残度45％   

色調 茶褐色  

器高4．7   
富巌29  土師器  口径14．2  口綾部 横ナデ、胴部・底部 へラ  雲母・長石・      杯  底径6．0   削り、内面ナデ  石英・輝石含  

有   

－18   



（D12号住居  

B■  B L＝89．80  
ウ オ   

ア：褐色土層（粘性に富み、硬くしまりがある、FAの二次堆積）  
イ：褐色土層（粘性に富み硬くしまりがある、焼土ブロック含む）  
ウ：明褐色土層（粘性に富む、焼土合む）  
ェ：灰褐色土層（純灰色ラミナ状呈す、粘性がある、しまり弱い）  

オ：灰黄褐色上層（粘性があり、焼土粒を含む）  

A■  

1m  

1．灰褐色土層（鉄分酸化土、マンガン塊を含む、粘性しまりがあり）  
2：オリブ褐色土層（鉄分酸化土、マンガン塊を含む、粘性でしま  

りがある）  

3：灰褐色土層（鉄分酸化土、マンガン塊を含む）  
4：灰黒色土層（灰層、焼土も含む）  
5：オリーブ褐色土層（粘性でしまりがある）  

A■  A L＝89．80  lt l s  

2m  

第32区】12号住居実測図  第33図12号住居カマド断面実測図   

㊥13号住居  

位置12号住居は中央部西寄り  

に位置し、5・7号住居と重複。   

平面形・規模 長辺4．1m、短辺  

3．2mの隅丸長方形である。主軸方  

向はN－900－Eを示す。   

床面 両壁付近は堅い床であ   

る。   

位置13号住居は中央部南寄り  

に位置する。   

平面形・規模 長辺3．8m、短辺  

2．2mの隅丸長方形である。主軸方  

向はN－850－Eを示す。   

カマド 奥壁の両脇に石を使  

用。袖の構築材料にはFAを用い   

ている。   

l弓■  B L＝89．70  

ァ：茶褐色土層（粘質でしよりがある、黄褐色土ブロック含む）  
イ：茶褐色土層（炭化物、焼土拉を含む）  
ゥニ男灰色土層（炭化物、灰、焼土含む）  
ェ：黄褐色土層（焼土含む）  

1m  

第34図13号住居カマド実測図  

一19 －  



一lこ二王三‡l′  

1：黄褐色土層（シルト層、粘性がある、鉄分酸化土、マンガン塊（幅5m－ 少壷混入）  

2：黄褐色土層（シルト質細砂層、粘性でしまりがある、礫及び石器多量に混入、焼土  

（h 
黄褐色土層、．窮 
黄褐色土層（シ／レト層細砂層、粘性でしまりがある、焼土粒及び炭化物粒少堕混入）  
黄褐色土層（シルト層細砂層、粘性でしょりがある）  
暗灰黄色土層（シルト層、粘性でしまりがある、焼土灰混入）  
暗灰黄色土層（灰が多遠に混入）  
黒褐色土層（シルト質、灰層、焼土が少量混入）  ！tニニ三≡＝  

2m  

第35図13号住居実測図  

10cm  

第36図13号住居出土遺物   
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第11表13号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎   土   備  考   

杯  底径9．0  雷震30  土師器  口径11．3  口縁部 横ナデ、胴部・底部 へラ  長石・石英・  色調 赤褐色  
器高3．8   有   残度50％   

色調 青灰色  雷震32  須恵器  口径12．0  回転ロクロ成形、底部 回転糸切未  石英・雲母・      杯  底径5．6  
器高3．8   帯びる  

焼成良好残度80％   

杯  底径8．6  雷毘33  土師器  口径12．6  口緑部 横ナデ、胴部・底部 ヘラ  小礫・長石・  色調 茶褐色  
器高3．5   口綾部ゆがみ有り   

焼成 良好残度 20％   

蜜  残高5．0  内面 ナデ   雷巌36  土師器  口径21．0  口綾部 横ナデ、胴部 ヘラ削り、  石英・小礫・  色調 茶褐色          輝石少量含有  焼成 良好残度10％   
37  ≡ ＝＝ ■‘  口径30．0  回転ロクロ成形   雲母・石英・  色調 灰色  

聾  残高20．0  長石・小礫含  
有   

（亘14号住居  

位置 調査地北東に位置し  

ている。   

平面形・規模 長辺3m、短  

辺2．6mで、隅丸長方形を呈す  

る。主軸方向はN－860－Eを   

示す。   

周壁 残存状態は、比較的  

良好で、褐色土層を掘り込ん  

だ状態で壁高約9～19cmを測   

る。   

床面 中央部から北部にか  

けては、起伏の少ない平坦な  

面であるが、南側で約13cm程  

の落ち込みがみられた。また  

くく   

1：黄褐色土層（lV層とⅤ層の二  
次混合堆積土）  

2：黄褐色土層（シ′レト質、粘性  
あり、しまって  
いる）  

○
爪
．
爪
あ
＝
 
 

」  
田I  cql 

黄褐色土層（lV層とV層の二次混合堆積土）  く  
黒褐色土層  
赤褐色土層（上部に灰層、下部に焼土がみられる）  

2m  

第37図14号住居実測図  

カマド焚口西寄りに、約22～45cm程の幅で焼土と炭化物の分布が確認された。   

カマド 住居東壁やや南寄り、壁外に付設されている。両袖とも有するが小規模な袖である。  

平面形は、焚口幅約60cm、奥壁幅約55cm、奥行約80cmの半楕円形を呈している。燃焼部中央は、  

－ 21一   



床面よりも約15cm低くなっている。覆  

土には、上部にFAの二次堆積土、シ  

ルト質粘土、下部に灰、焼土、炭化物  

などを含んでいることが確認された。  

両袖はFAを含む粘土で構築。また煙  

道部には川原石の使用がみとめられ  

た。   

貯蔵穴 南東の隅に位置し、カマド  

に隣接する。規模は長直径約80cm、短  

直径約60cmで、深さは約30cmを測る。  

平面形は楕円形を呈する。覆土には、  

上部にFAを混入する黄褐色土と褐  

色土の二次混合堆積土、下部に灰、焼  

土を含んでいることが確認された。  

二次堆積土）  

イ：暗褐色土層（粘土、極めて  

粘性がある、  
しまっている）  

ウ：黄褐色土層  
エ：赤褐色土層  
オ：黒褐色土層  
カ：黒褐色土層  
キ：黄褐色土層  

0  

（シルト質粘土、粘性がある）  
（焼土層灰層が10～15％混じる）  
（灰層、焼土ブロックが混入）  
（焼土拉、焼土ブロック含む、炭化物含む）  
（シルト質粘土、しまりがある）  

1m  

第38図14号住居カマド実測図  

（ら15号住居  

1‥灰褐色土層（多量のFAブロック、黒色土粒含む、少壷の焼土粒あり、粘性あり） 
2：明灰褐色土層（多壷のFAブロック、少崖の黒色土粒含む、粘性あり）  平面形・規模 長辺4．5m、短辺3mの隅   

0  2m  
丸長方形を呈する。辺の中央部がやや膨ら  

む傾向を示す。方向はN－760－Eである。   第39図15号住居実測図  
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10cm  

第41図15号住居出土遺物   

第12表15号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土   備  考   

土帥器  底径5．2  胴部・底部 ヘラ削り、内面 ナデ  小礫・輝石・  色調 黒褐色  
38                聾  残高14．3  石英含有  焼成 良好残度 35％   

雷震39  土師器  口径20．4  口緑部 横ナデ、胴部 ヘラ削り、  石英・雲母・  色調 茶褐色   璽  残高7．0  内面 ナデ  小礫・輝石含 有  焼成良好残度5％ 口綾部にゆがみ有り  
スス付着   

器高3．0  一部指圧痕有り  雷思40  土師器  口径12．3  口緑部 横ナデ、胴部・底部 ヘラ  雲母・輝石・  色調 茶褐色   杯  底径8．0  削り一部指圧痕有り、内面 横ナデ  小礫含有  焼成 良好         残度 85％   
㊥16号住居  
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。 lモ   2m  

第42図16号住居実測図  

位置 調査地北東に位置し、15号住居南隣りである。  
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平面形・規模  

長辺5m、短辺3．7  

mを測る。平面形  

は南東隅がL状に  

なっており変則で  

ある。辺の中央部  

がやや膨む傾向を  

示す。主軸方向は   

N－830－E を示   

す。   

周壁 黒褐色土  

層を掘り込んでお  

り、残高は平均し  
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草  1m  

第43図16号住居カマド実測図  

て約14cmを確認することができた。   

カマド 東壁南寄りで壁外に付設する。両  

袖をわずかにもつ。焚口近くに直径約35cm程  

の落ち込みがみられる。   

遺物 カマド内より土師質の棄、住居北西  

部隅から土師質の杯が出土した。  

0  10cm  
＝＝ニー －－  

第44図16号住居出土遺物   

第13表16号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土   備  考   

雲母・輝石・  色調 赤褐色スス付着  富崖41  土師器  口径19．3  口綾部 横ナデ        嚢  残高3．5  小礫含有   焼成 良好残度 3％   

部 横ナデ、胴部 ヘラ削り、  石英・小礫含  色調 暗褐色  
有   焼成良好残度15％  

外面・内面にスス付着   

（釦17号住居  

位置 調査地東側に位置し、18号住居と  

重複する。   

平面形・規模 長辺4．3m、短辺2．2mを測  

り、形状は隅丸長方形である。長辺と短辺  

の比が約1．95で、住居22軒中最も大きい。  

主軸方向はN－9601Eを示す。   

周壁 西壁から両壁にかけては、壁高の  

残存状態が比較的よく約10cmである。   

一亡f一＝＝・′．■ ‾－－－・ ∠≡＝一巨至室≒。  

し‾－ ‾‾l‾‾J l㌔E亡－－i  工＿＿恭；ヒ＝＝＿＝ク■．  10cm  

第45図17号住居出土遺物   
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床面 約4～6cmの高低の  

差がある起伏のある床面であ  

る。西壁東隣りの部分にやや  

落ち込みがみられる。   

カマド 削平がひどく、確  

認することができなかった。  

焼土、炭化物の分布が、カマ  

ド内とカマド西寄りにみとめ  

ることができた。   

遺物 カマド内から土師質  

の杯が出土。その外からも須  

恵質の蓋が出土している。   

他の遺構18号住居との先  

後関係は本住居が後である。  

A L＝89．50  

4：灰褐色土屑  rlと し…二りがJうる）  い粧・l 町′■l■′  

灰褐色土層（褐色土混入、粘性としまりがある）  
明褐色上層（2層と比べ黄褐色土の混入が多い）  

0  2m  

第46図17号住居実測図  

第14表17号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土   備  考   

須恵器  口径17．4  口綾部・胴部・内面 回転ロタロ成  石英・雲母・  色調 灰色焼成 良好  
43                蓋  残高3．2  形   小礫少量含有  残度 30％   

器高3．3  横ナデ指圧痕有り   雷巌44  土師器  口径12．2  口緑部 横ナデ、胴部・底部 ヘラ  石英・雲母・  色調 褐色   杯  底径9．0  削り、胴部にうすい沈線有り、内面  小礫・輝石少  焼成 良好        量含有  残度 25％   

①18号住居  

〒ニーーi 「〃 、≦∈喜こコ．．．．．＝』．－  しニ＿⊥l「〟 仁：■革二：二＝±＝＝．ゴ≠．            l  

町－－・－－－l「十n （⊥ ・・、亡聖≡≡．＝．ゴ戎．  

0  10cm  
「 －－－一   

第47図18号住居出土遺物  
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B L＝87．50  

A■  cL＝89．50  

、
“
Ⅵ
1
－
い
－
1
 
 

′  
一一  ●45  

ア：黒色土層（褐色土、ブロック含む）  
イ：黄褐色土層（粘性があり、FA含む）  
ウ：灰褐色土層（粘性あり、黄褐色土ブロック含む）  
エ：異色土層（炭化物及び、焼土ブロック層）  
オ：赤色士層（焼土層）  
力：灰色土層（粘性がある）  

0  1m  1：灰褐色土層（褐色土の混入、粘性としまりがある）  
2：暗灰褐色土層（褐色土の混入、粘性としまりがある）  

A L＝89．50  A’  

第49図18号住居カマド断面実測図  

位置 調査地東側に位置し、17号住居と住  

居西側部分と重複する。   

平面形・規模 長辺3．9m、短辺3．2mを測  第48図18号住居実測図  

り、形状は長方形である。主軸方向はN－800－Eを示す。やや南の短辺が曲線である。   

遺物 土師質や須恵質の土器がカマド内、カマド付近からたくさん出土した。  

第15表18号住居 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土  備  考   

輝石・雲母・  色調 赤褐色  
小礫含有  焼成 良好残度 60％   

石英・小礫・  色調 茶褐色  
雲母・長石・  焼成 良好残度 45％  
輝石含有   

色調 明褐色  雷震48  土師器  口径12．0  口綾部 横ナデ、胴部・底部 へラ  石英・雲母・      杯  底径8．0  
器高3．3   石含有   

髭49  土師器  口径12．0  口綾部 横ナデ、胴部・底部 ヘラ  石英・雲母・  色調 明褐色   杯  底径8．2  
器高3．3   量含有   口緑部ゆがみ有り   

富農50  土師器  口径13．8  口綾部 横ナデ、胴部 ヘラナデ、   杯  底径12．0  
器高2．7   残度30％   

器高4．3   
富農51  須恵器  口径11．6  口緑部・胴部・内面 回転ロタロ成  雲母・長石含  色調 暗灰色   杯  底径7．0   形、底部 回転糸切り  有  焼成良好  

残度60％   

一26 －   



⑨19号住居  

位置 調査地東側に位置  

している。   

平面形・規模 長辺3．3  

m、短辺2．8mを測る隅丸長  

方形であるが、やや西側部  

分が変則である。主軸方向   

はN－830－Eを示す。   

周壁 残存状態は良好  

で、黄褐色土層、黒褐色土  

層を掘り込んだ状態で壁高  

約18cmを測る。   

床面 粘土を用いた固い  

貼り床で、厚さが5′）8cm  

程である。面は起伏が少な  

l 拭仲明色土間（粘性強し、しまりやや強し、FA混入、カーボン赤色粒子少量混入）  
灰橙褐色土層（相性強し、しまりあり、FAブロック状に混入、白色粒子、カーボン少堕混入）  
灰褐色土層（粘性強し．しまりあり、FA混入、カーボン混入）  
灰橙褐色土層（粘性強し、しまりやや弱し、FA7・ロック状に混入、赤色粒子、カーボン混入）  
灰橙褐色土層（粘性強し．しまり強し、FA混入、純バミス、カーボン混入）  
灰褐色土層（粘性強し，しまり強し、FA少立混入、白色バミス、赤色粒子混入）  
灰褐色土居（粘性強し、しまりあり、FA少適温入、カボン、赤色粒子混入）  
灰褐色土層（粘性強し、しまり強し、FAブロック混入、カーボン、白色バミス少立混入）  

O  Zm  

く平坦である。  

カマド 東壁やや南寄り  

に位置し、壁外に付設する。両袖を  

第50図19号住居実測図  

有する。平面形は焚口幅約45cm、奥  

ぎ 壁中央部幅約55cm、奥行約85cm程の  

半楕円形状を呈する。燃焼部中央は  

住居床面より約3cm程低い。覆土中  

には、下部の粘性の強い灰黄褐色土  

星■ 層の中に多量の炭化物を確認した。  

他の遺構 20号住居・4号土壌と  

重複する。先後関係は、古い順に20  

号住居、19号住居、4号土塀である。  

B L＝89．70  

ア：灰黄褐色土層（粘性強し、しまりあり、カーボン少邑混入、FAブロック混入、砂粒と白色バミス混入）  
イ：灰暗褐色土層（粘性強し、しまりあり、カーボン混入、FA粒子少出混入、白色バミス混入）  
ウ：灰褐色土層（粘性強し、しまり弱く、カーボン少量混入、FA粒子少立混入、赤色粒子混入）  
エ：灰黄褐色土居（粘性強し、しまりあり、カーボン混入、FA粒子混入、白色バミス混入）  
オニ灰黄褐色土層（粘性強し、しまり強し、カーボン混入、FA粒子混入）  
カニ灰舌禍角上層（粘仲強し、しまり強し、カーボン多立混入、FAブロック混入）  
キ：灰褐色土層（FAブロック混入）  

m  lm  

辻占「   
0  10cm  

＿ 

第52図19号住居出土遺物   
第51図19号住居カマド実測図  
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第16表19号住居 土器観察表  

遣物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎   土   備  考   

雷震52  土師器  口径12．2  口緑部 横ナデ、胴部・底部 ヘラ  石英り」＼礫・  色調 褐色   杯  底径4．0 3 
残高．5   有   残度30％   

① 20号住居  

信
‖
芦
苦
一
 
 

B L＝89．50  

ア：灰褐色土層（FA粒子ブロック、赤色粒子、カーボン混入）  
イ：灰縁褐色土層（FA粒子混入、焼土粒子混入、か－ボン混入）  
ウ：灰黄褐色上層（FA多崖混入、カーボン、焼土粒子混入）  
工：灰暗褐色上層（FA、カーボン†昆入）   

l  

、  

灰橙褐色上層（FA70ロック粒子混入、炭化物、白色バミス少量混入）  

オ：灰赤褐色土層（FA7■ロック少量含む、焼土粒子、ブロック多！：灰褐色上層（FA粒子、フナロック混入、炭化物混入）  
：t：灰黄褐色土層（FAブロック多出混入、赤色粒子混入）  
l：灰黒褐色上層（FA粒子少邑混入、炭化物灰多量混入）  
5：灰黄褐色土層（FAブロック多邑混入、赤色粒子、カーボン混入）  

D  2m  

墨混入、白色バミス混入）  

カ：灰劇褐色土層（FAブロック）  
キ：灰褐色土層（FA粒子、カボン混入）  
ク：暗黄褐色土層（FA粒子、炭化物混入）  
ケ：灰黒褐色土層（FA少壷混入、炭化物、焼土多量混入）  
コ：灰黒褐色土層（FA、焼七混入）  
サ：灰黒色土層（焼土粒子混入、カボン極めて多壷混入、灰層）  

0  1m  

第54図 20号住居実測図  

第53図 20号住居カマド実測図   

位置 調査地東側に位置し、19号住居と重複する。   

平面形・規模 長辺3．7m、短辺3．4mを測り、長方形を呈する。主軸方向はN87O－Eを示す。   

周壁 黄褐色土層、黒褐色土層を掘り込んだ状態で検出される。残存状態は大変によく、壁高  

約26cmである。   

床面 中央から南部にかけては、起伏の少ない平坦な面であるが、北部に約4～5cm程のなだ  

らかな落ち込みがみられる。貼床にはしまりのある褐色の粘土を用いている。   

貯蔵穴 南東隅に位置し、規模は長直径30cm、短直径20cmの楕円形を呈し、深さは64cmを測る。   

カマド 東壁やや南寄りに位置し、壁外に付設。燃焼部中央は床面より低く、舟底状を呈す。   

④ 21号住居   

位置 調査地南東隅に位置し、遺構の一部が調査区域外にある。  

－ 28 －   



平面形・規模 短辺4m、長辺  

については、遺構の一部が調査  

区域外になるため不明瞭ではあ  

るが、検出された住居の長辺と  

短辺の比から考えると、4．6m程  

を測ると思われる。平面形も隅  

丸長方形と考えられる。主軸方  

向はN－840－Eを示す。   

周壁 残存状態は比較的良好  

な方で、黒褐色土層を掘り込ん  

だ状態で壁高約13cmを測る。   

床面 褐色の粘土を用いた貼  

床が施されている。水はけが悪  

いため、しまりや固さは不明瞭  

である。起伏の少ない平坦な床  

面である。   

遺物 土器小片が数点出土。  

発 掘 区 域 外  A一  

A－  

1：茶褐色土層（少量のFAブロックを含む、粘性がある）  
2：茶褐色土層（多壁のFAブロックを含む、粘性がある）  
3：茶褐色土層（多量のFAブロックを含む、少並の黒色土粒を含む）  
4：茶褐色土居（少塑のFAブロックを含む、粘性がある）  
5：黄褐色土層（多並のFAを含む、粘性がある）  
6：褐色土層（少崖のFAを含む、粘性がある）  

0  2m  

第55図 21号住居実測図  

（ら 22号住居  

1：茶褐色土層（FA、焼土含む、しまりがある）  
電二茶褐色土層（FP、黄褐色粒子含む）  
3：異色土層（混入物なし、粒子密）  
ヰ：嗜灰茶褐色土層（黄褐色土ブロック粒子、FA含む）  
5：黄褐色土層（粘質土）  
6：灰茶褐色土層（茶褐色ブロック、白色粒子含む）  
7：灰褐色土層（黄褐色ブロック、黒灰色ブロック含む、灰色砂質プロツク含む）  

第56図 22号住居実測図  
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位置 調査地中央に位置し、19・23号溝と重複する。   

平面形・規模 長辺4．4m、短辺3．3mを測る長方形である。主軸方  

向はN－800－Eである。南東隅に貯蔵穴、北東部に不明のピットが  

検出された。カマド焚口付近に焼土と炭化物の分布がみられる。  

三一三－  

てニ‥・：1〔：・  

0  10cm  
r  ．－－－，．－ r 

第57図 22号住居出土遺物  

他の遺構 先後関係は古い順に19号溝・22号住居・23号溝である。   

第17表 22号住居 土器観察表  

遣物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎   土   備  考   

雷震53  土師器  口径11．5  口綾部 横ナデ指圧痕、胴部・底部  雲母・小礫・  色調 褐色   プ不  底径8．0  へラ削り 内面 横ナデー部指圧痕  輝石少量含有  焼成 良好残度 40％  
器高3．5  有り  口綾部にゆがみ有り 一部二次焼成有り   

第18表 住居跡一覧表  

番号  形  状  規  模（m）  主軸方向  カ マ ド  貯蔵穴  時 期  備  考   

ロ  隅丸長方形㈹  3．5 × 3．2㈹  N－9lO－E  あ  り ＃り駅‾南寄り  な し  国分期  

不  明  不   明  N－890E  哀  り  

3  隅 丸 長 方 形  3．2 × 2．6  N－910－E  あ  り 東壁南寄り  な し  国分期  
4  隅 丸 長 方 形  4．3 × 3．3  N－940－E  あ  り 東壁南寄リ  な し  国分期  

5  隅 丸 長 方 形  4．2 × 3．2  N－9lOE  あ  り 東壁中央  な し  国分期  
6  隅 丸 長 方 形  5．1 × 3．4  N－96ローE  あ  り 東壁中央  な し  国分期  

7  隅丸長方形㈹  4．2㈹× 3．4  N－970－E  不  明  不 明  国分期  

8  隅 丸 長 方 形  3．6 × 2．7  N－860E  あ  り 与椚情両寄り  な し  国分期  

9  隅 丸 長 方 形  3．9 × 3．1  N－910－E  あ  り 東壁南寄り  な し  国分期  
10  隅 丸 長 方 形  3．4 × 2．8  N－870－E  あ  り 東壁南寄り  な し  国分期  

11  長 方 形 ㈹  3．7㈹× 3．6㈹  N－940E  不  明  不 明  真間期  遺構の一部調査区域外   

12  隅 丸 長 方 形  4．1 × 3．2  N－900－E  あ  り さ克典中央  な し  国分期  

13  隅 丸 長 方 形  3．8 × 2．2  N－850－E  弟 リ 丑i！輯両帝：り  な し  国分期  
14  隅 丸 長 方 形  3．0 × 2．6  N－86q－E  あ リ 東壁南寄リ  あ り  国分期  貯蔵穴 南東隅楕円形   

15  隅 丸 長 方 形  4．5 × 3．0  N－76ローE  あ  り 東壁南寄り  あ り  国分期  貯蔵穴 南東隅楕円形   
16  隅丸長方形（変則）  5．0 × 3．7  N－830－E  め  り 膳亜尚旬月  な し  国分期  

17  隅 丸 長 方 形  4．3 × 2．2  N－960E  あ  り 東壁中央  な し  国分期  
18  長  方  形   り  

19  隅 丸 長 方 形   り  

20  長  方  形   ．ケ〕 り 里壁席l帯り  あ り  鬼高111期  貯蔵穴 南東隅楕円形   

21  隅丸長方形㈹  4．6 × 4．0  N－840－E  不  明  不 明  国分期  遺構の一部調査区域外   

22  長  方  形  4．4 × 3．3  N－80D－E  あ  り 月！！駅l和碍亘  あ り  国分期  貯蔵穴 南東隅楕円形   

（2）掘立柱建築跡  

調査地北西部に1号掘立柱建築跡、中央北部に2号掘立柱建築跡が検出された。桁行柱間と梁  

間柱間は、1号、2号とも統→されておらずばらつきがある。  
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B L＝89．80  

‘ ’ 

l：黄褐色土層（炭化物粒子、砂質土ブロック、焼土ブロック粒を混入、しまりがある）  
ヱ：灰褐色土層（炭化物粒子、黒褐色ブロック、焼土ブロック粒を混入、しまりがある）  
3：暗褐色土層（炭化物粒子、砂質土ブロックを混入）  

第58図1号掘立柱建築実測図  

（3）井  戸  跡  

A L＝89．70   調査地中央に位置し、平面は  

円形、断面は上半部がロート状  

そ下半部がU字形である。上端  

径1．94m、下端径46cm、深さ2．1   

m。  

根§L［＝ごタグ  
2m  

1：暗オリーブ褐色土層（シ′レト質の粘土層粘性を有す、炭化物拉を10～15％、二次堆積のFA研が七附  
2：暗褐色土層（シルト質の粘土層、粘性を有す、下部は水圧により崩落）  
3：暗オリーブ褐色土層（シルト質の粘土層、やや粘性を有す、黄褐色土ブロックを20％前後含む）  

第59図 1号井戸実測図  
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第19蓑 1号井戸 土器観察表  

遺物番号  器 種   胎   土   備  考   

雷震54  土師器  口径15．4  口綾部 横ナデ指圧痕、胴部・底部  石英・雲母・  色調 褐色残度 40％   杯  底径10．0  
器高4．0   輝石含有   口緑部ゆがみあり   

（4）土  壌  

A L＝89．40  A■  

A L＝89．60烹  王  A■1＝灰褐色上層（粘性強し、しまリ  
強し、Fノ＼粒子、赤色粒子、黒   
色粒子混入）  

2：灰黄褐色土層（粘性強し、しま   
りあり、FA粒子ブロック混入、   

男色粒子、赤色粒子混入）  
1：灰褐色上層（シ／レト質粘土、粘性は強い、しまり弱い）  
2：暗黄褐色上層（シルト質粘土、ⅠⅤ層の流入）  

0  2m  
2m  

第62図 4号土鳩実測図  
第61図 1号土鳩実測図  

A L＝89．80  

】：灰褐  」）√／．バある）  

≡：灰褐色土＝（灰が多量に棍人）  
3：灰褐色土層（FAの混土が多い、粘性としまりがある）  
Jニ黄褐色上層（暗紫色土混入）  

0  2m  i血． －「≡：：：∃ 訂 ／∴＿    ‥    －－、・＼  
第63区13号土鳩実測図  

第64図 3号土鳩出土遺物  

第20表 3号土壌 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎   土   備  考   

雲母・長石・   色調 灰色残度 50％  雷巌55  須恵器  口径9．2  回転ロクロ成形         蓋  残高3，2  小礫含有  焼成良好  
外面・内面に自然柚有り   

色調 赤褐色  語思56  土師器  口径12．2  口縁部 横ナデ、胴部・底部 へラ  石英・雲母・      杯  底径7．5  
器高3．5   有   残度30％   

雷震57  須恵器  口径17．0  口緑部・胴部・内面 回転ロクロ仕  雲母・小礫少  色調 青灰色   整  残高7．3  上げ  量含有  焼成 良好残度10％   

富農58  土師器  口径11．7  口綾部 横ナデ、胴部・底部 へラ  長石・雲母・  色調 茶褐色   杯  底径7．4 3 
器高．8   有   残度75％   

ー32 －   



（5）溝  跡  

調査地から溝30条を検出した。  

2・9・23号溝は、調査地内では  

比較的大きな溝で、確認面で上端  

幅がともに約1．6mを超えている。  

溝方向は南東と南北方向に走る傾  

向がみられる。時期は平安時代が  

大部分で、その外古墳、奈良、中  

世以降の溝が数条確認された。  

＼⊥「†「ノブ l・・∴  

宇至∃‾⊥r l≡干三’二  

60  0  

第65図 溝出土遺物  

第21表 2・20・23号溝 土器観察表  

遺物番号  器 種  法量（cm）   技  法  等   胎  土   備  考   

雷震59  土師器  口径14．2  □縁都 債ナデ、胴部 ヘラ削り、  雲母・砂粒・  色調 茶褐色  W－2   杯  底径5．4  
残高4．7   有   残度30％   

60  土師器  口径11．6  口緑部 横ナデ、胴部 ヘラ削り、  雲母・小礫・  色調 茶褐色  W－23  
襲  残高b．b  内面 槙ナナ ー部指圧痕有り   輝石・石英少  

量含有   残度15％   

雲母・長石・  色調灰色  
富農61  須恵器 高 林  底径13．2 残高10．1  回転ロクロ成形  小礫含有  焼成良好  

残度50％   

第22表 清 一 覧 表  （単位 cm）  

番 号   上 端 幅  下 端 幅   深  さ   形状・方向   時   期   

1   128 1 60   45   N－111㌔－－E  平 安 時 代   

2   122   20   N118㌔－－E  平 安 時 代   

3   160               72  28  30  N－149㌔－－E  平 安 時 代   
4   52 1 36   N1240－E  平 安 時 代   
5   84 1 45 1 15   N－1690－W  平 安 時 代   

6   72 1 52 1 15   N1310－E  平 安 時 代   
7   56 1 36 1 20   N－1770W  平 安 時 代   
8   48  36  21   N－1790－W  平 安 時 代   

9   192   48 1 28   N－144qW  中 世 以 降   

10   28   18 _1 8 N－1470－W  平 安 時 代   

34   22   8   N1090－E  平 安 時 代   
12   50   34 1 18   N－ 950－E  平 安 時 代   

13   76   44 1 22   N1460－E  中 世 以 降   

14   36   22 1 10   N－950－E  平 安 時 代   

15   62   40 1 18   N116凸－E  平 安時 代   
16   22   10  29  曲 線 状  平 安 時 代   
17   36   28   10   N1750－E  平 安 時 代   
18   148   不  明   不   明   N－1030－E  平 安 時 代   

19   70   52   20   曲 線 状  平 安 時 代   

20   42   24   18   N－10lO－E  奈 良 時 代   

36   20   15   N－ 980E  奈 良 時 代   

23   190   180   25   曲 線 状  平 安 時 代   

－33一   



24   84   60   13   曲 線 状  古 墳 時 代   
25   72   38   18   N－1730W  平 安 時 代   
26   132   108   35   N－1770－W  平 安 時 代   
27   54   28  41   N¶ 960－E  平 安 時 代   
28  60   32   35   N－101凸－E  平 安 時 代   
29   80   52   28   N－1020E  平 安 時 代   
30   68   48   32   N－1740E  古 墳 時 代   

（6）水  田  跡  

遺構の標高は約89・70～90．08mであり、北西から南東へゆるく傾斜をもっている。畦畔は1号溝  

に沿って幅約80～160cm、厚さ約3～8cm、長さ約28mにわたって確認された。畦畔方向はN  

－11lO－Eである。形状については、北西から南東にかけての畦畔のみで、その外に畦畔は検出さ  

れておらず不明である。畦畔を形成している土壌は、水田の土壌と同じ赤黄褐色粘質土層である。  

この道構については、調査範囲が狭く不明瞭な点が多いため、今後の調査をもとに検討を要する。  

ⅠⅠⅠ ま  と   め  

今回の発掘調査によって、本道跡地は古墳時代から中世における遺構、遺物を有する複合遺跡  

であることがわかり、下記のような成果を収めることができた。   

○ 竪穴住居については、古墳時代1軒、奈良・平安時代21軒、合計22軒が確認され、判明し  

た特色、傾向を列記すると次の通りである。  

古墳時代の竪穴住居は、鬼高ⅠⅠⅠ期でやや規模が小さい。詳細は一覧表の通りである。  

奈良・平安時代の住居では、①時期は真間期から国分期。②形状・規模は平均して長辺3．   

9m、短辺約3・1mの隅丸長方形。③長辺と短辺の比は1．0～2．0が多い。④面積は約7．8～18m2   

が一般的。⑤長軸方向はN－76O－EからN－970－Eに集中。⑥カマドは東壁やや南寄りに付   

設し、構築材として川原石とFAを使用。⑦貯蔵穴は14、15、22号住居南東隅に確認。⑧柱  

穴は未確認。（96号住居からは土錘が出土。   

○ 掘立柱建築跡2軒、井戸跡1基、土壌4基、溝跡30条、水田跡が検出された。掘立柱建築   

跡と土壌は、使用目的については不明である。調査地東側では、B軽石に埋れた1・7・8   

号満と1号溝に沿って検出された畦畔とみられるたかまりから、平安時代末期の水田跡の存   

在が考えられ、食料生産との関連もとらえることもできる。   

以上のことから、この調査地における古墳時代から中世にかけての各時期の住居の作りや生活  

道具等、当時の人々の生活様式を知ることができた。また、西側の古代条里制遺構の痕跡、検出  

水田跡、土錘出土等から、米の生産地であるとともに北東部を流路とした旧利根川を漁業地とし  

た生活を営んでいたことが考えられ、当時の人々の生活と生産の関連もとらえることができた。  

－34－   



図版1  

発堀調査区全景  試堀調査区全景  

1号住居・跡  

了岬二燕岬町吋  

⊥′二．t㌣¢つ什■■■‾モー．．】て  ′－、．い∴」  一■  
巨 

■ ▲ 
重義忘聖  ♪－一一  

丁＝＿1  ■′T  

町  一■ヽ■  諌司  一■鑓  

9号住居跡  

－35一   



図版2  

階÷i干㌍：†  

・■・て   一  
≠▲                 1  

‾｝－  
＿  

－こ－ 一冊■TTr一「三   ■  

．
．
‖
㌧
■
「
ト
ト
ト
ト
「
転
．
L
ト
∵
【
ト
．
 
 

＼
、
 
 
 

膚
 
 

で  

－
 

∫
・
・
耳
 ■

・
 
 

√
■
 
 
 

t √ 、一■・   ▼  

ー■ 

適璧        ニ－  

サニ  ー戸→ t  ■、  、ヽl、、  →   
■ ヽ  

八   一戸、 t     √ト ヽ  

、二  

L塩生i⊥し  r      －   ▼1  

15号住居跡  14号住居跡  

■で亨■－7帝．  二二二ニニネ  

■ 『  
㌻＝′一 ll   

－．ノー一千r ■へ－－i－r－－・這で  
J  

■
 
 
 
■
．
■
r
 
 
．
■
 
 
■
．
■
 
 

l■▲＼  

戸車車ヂ箪  

■一   一一 ■ イ■岬  
－  

ー‾‾－「 
・＼、－  

‾－  

員  ノ  
●  ・・′－l  

し＼＿．、  

■ 
ゝ ．ーー  1  

■モ  

－
．
一
 

・．，一ヽ1  ▲．  一     一  

．■lヽ  
■ ′   ．－ごtこ  

16号住居跡  17号住居跡   

ホ  
，－一  

■ ヽ・  

18号住居跡  手前から19・20号住居跡（住居跡内に4号土鳩）   

－36 －   



図版3   

脚■－－  ． 雫軍甲町野野甲誓  
∴∴・：【．王・ト∵享莞．ニ1  
ユ・†′1＿・㌧ナー■  匝′ご－J  

r ．ずt■「  

膚 一・J－J  

「 ■、  

22号住居跡  21号住居跡  

－ ▼・1－■t  

l  ナ・   
－  一  

l   

－ご‾⊥  
「さも   

． 

∵斬闇∴             ノ L  

「ニi■∴ ■ 王  二．  ニ＿二  

【一 －・  －■ホ† 
1  

⊥ ■■  ■  t■  
珊■＿・Jト  

‾‾ ●l■  ’       ．．l  
、ヰ ー耳 †  

1  

一－■  

．■■▼一‘  

ミ、・  
ヽ～－ － ▼  

＿
▼
 
 

■
諺
 
 
 

」
√
 
 

＿
■
 
 

〆
■
．
「
F
 
 

1号堀立柱建築跡  

■■‾‾彗鱒廿「戸P■1‾ ＝ノー■  1－ ■r  

【
 
J
l
，
 
 

＼  一→亨『h干－・｝一一－ ■  

■J▲1Ji ‾中r．′   

－1 

誓ヂ∵・聖篭  
ナ∴すこ－＿、  

●
 
 
 
「
 
 

＋
 
 

覧
バ
“
1
．
 
 

ビ  

一一三： ‾  
■  t  

▲  

P  

1号溝  2号土鳩  

1■■■j「こ無二二誓：  い  ざ・・．・ヰ斗＿．‡こ⊥＿．．．▲騨，⊥［・∴1  
．・】こ＿ こ・：tJ「LでJ■  ‾－1■■i  －竃．．．＿．．一＿．1－  

＿▼ －  
J  

車∃F∴て・■こミミ一再・′1∴七千モ、ヂ 巨■■‘こ二、二’さた1  て云宕  
‾‾ナ■  

；て三て＝二⇒知鳳ご咄                      －  －・・・－       】   ‾▼‾  

ゝ＿一一－＿－ －－  

∵¶  

代打＿三  

巨「‾テ∴J蓮華宗  

現地説明会  

37 －   



図版4  

■＿＿，．r   

√′一ト¶‘才  

＼ミ∴ノ  

－ －1  

「   、  －・・・・・・・▼  

L＿－＿ウ1  

ト
ト
王
 
 く二、  14  

‾‾ト 

〒喜〒 ＿′  

●、  「■■i＿  

■F町  
16  

18  

電「ぎ  
19  

22  
23   

二＿ ＿  

b ヽ－＿＿  

2.5 

■笥iF  
27  

戸i‾－  ‾  i  ノ  
2昂  29  

30  

ー38－－  



図版5  

『FF「  
33  

草f36  34  

35  

血⊥ 

十監   
40  

一′′「  
ヽ■●  

43   

－i∵一  

45  

正＝T「  
4fi 

届岳＋l                          †  

一事もーチ  

r＿＿’‾一  

49  

53  

て二訂  

†◆  
59  

61   

57  



V
 
 
■
申
 
 
 

後 閑 ⅠⅠ 遺 跡  

昭和59年3月31日 印刷  

昭和59年3月31日 発行   

発行 前橋市教育 委 員 会  

前橋市大手町二丁目121  

印刷 朝日印刷工業株式会社  

前 橋市 元総社 町67   



㌫
 
 

ュ  ■
 
 

■
一
■
 
 

■
■
■
1
．
 
 
 

■
l
 
 

■
■
l
 
 

■
 

j
一
 
 

仁
「
 
 

l
 
 

■   


	後閑II遺跡.pdf
	後閑II遺跡2.pdf
	後閑II遺跡3.pdf

